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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２５年（令和７年）１１月１３日（木曜日）

組
合
長

河
本

守
彦

総
代
会
を
開
催

「
令
和
六
年
度
収
支
決
算
」
等
を
承
認

令
和
七
年
八
月
十
七
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
総
代
四
十
三
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
五
名
）
が
出
席
し
、

第
六
十
八
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
六
十
八
回
総
代
会
に
お
い
て
否
決
と
な
っ
た
議
案

に

つ

い

て

改

め

て

審

議

を

行

う

た

め
、
令

和

七

年

十

月

四

日

（
土
）
に
な
ご
や
農
業
協
同
組
合
志
段
味
支
店
に
お
い
て
総
代
四

十
九
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
六
名
）
が
出
席
し
、
第
六
十
九
回

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
も
に
松
原
尋
司
議
長
、
深
田
裕
一
副
議
長
の
も
と
、
下
記
の

四
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

総
代
会
議
案
概
要
な
ど

【
議
案
一
】
（
第
六
十
八
回
総
代
会
）

「
令
和
六
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
」

★
収
支
決
算
書
（
抜
粋
・
収
支
決
算
内
訳
は
下
表
参
照
）

・
収
入
決
算
額

金
百
三
十
億
九
千
百
四
十
四
万
六
千
九
百
九
十
四
円

・
支
出
決
算
額

金
九
十
九
億
一
千
三
百
五
十
一
万
三
千
七
百
九
十
五
円

・
差
引
残
金

令
和
七
年
度
へ
繰
越

金
三
十
一
億
七
千
七
百
九
十
三
万
三
千
百
九
十
九
円

★
事
業
報
告
書
（
抜
粋
）

〇
会
議
関
係

総
代
会
（
三
回
）

〇
工
事
関
係

都
計
志
段
味
田
代
町
線
道
路
築
造
工
事

始
め
十
件

〇
調
査
設
計
関
係

令
和
六
年
度
調
査
設
計
等
業
務

始
め
七
件

〇
事
業
費
決
算
総
額
（
累
計
）

令
和
六
年
度
末
ま
で
の
事
業
費
決
算
総
額

二
百
四
十
一
億
六
千
二
百
五
十
万
八
千
二
百
六
十
八
円

〇
借
入
金
の
状
況

令
和
六
年
度
末
借
入
金
残
高

無
し

★
財
産
目
録
（
省
略
）

【
議
案
二
】
（
第
六
十
八
回
及
び
第
六
十
九
回
総
代
会
）

「
定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
」

組
合
事
務
所
の
移
転
に
伴
う
住
所
の
変
更
お
よ
び
刑
法
の
改
正

に
伴
う
役
員
及
び
総
代
の
被
選
挙
権
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
三
】
（
第
六
十
八
回
及
び
第
六
十
九
回
総
代
会
）

「
財
産
等
の
処
分
（
案
）
に
つ
い
て
」

組
合
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
、
現
組
合
事
務
所
の
処
分
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
議
案
四
】
（
第
六
十
八
回
総
代
会
）

「
保
留
地
処
分
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
」

小
切
手
の
電
子
化
の
方
針
に
合
わ
せ
た
変
更
や
、
法
改
正
が

あ
っ
た
際
等
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
様
式
の
削
除
等
を

す
る
も
の
で
す
。

令和6年度収支決算内訳 （単位：円）

第
六
十
八
回

第
六
十
九
回

第69回総代会の様子

向
寒
の
候
、
皆
様
方
に
は
日
ご
ろ
よ
り
組
合
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
で
は
、
令
和
六
年
度
収
支
決
算
等
、
定
款
の

一
部
変
更
（
案
）
、
財
産
等
の
処
分
（
案
）
、
保
留
地
処
分
規
程

の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
点
目
、
令
和
六
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
は
、
経
常
的

な
経
費
の
ほ
か
、
事
業
再
開
に
伴
う
工
事
や
補
償
の
決
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
及
び
三
点
目
の
、
定
款
の
一
部
変
更
と
財
産
等
の
処

分
に
つ
い
て
は
、
組
合
事
務
所
の
移
転
に
伴
う
変
更
が
主
な
内

容
で
す
。
こ
の
二
議
案
に
つ
い
て
は
第
六
十
八
回
総
代
会
に
お

い
て
十
分
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
否
決
と
な
り
、

臨
時
総
代
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
第
六
十
九
回
総
代
会
に
お
い
て
改
め

て
説
明
し
、
無
事
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
点
目
の
保
留
地
処
分
規
程
の
一
部
変
更
は
、
小
切
手
の
電

子
化
の
方
針
に
伴
う
変
更
や
、
今
後
の
保
留
地
売
買
契
約
手
続

き
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
変
更
と
な
り
ま
す
。

我
々
役
員
一
同
、
早
期
の
事
業
完
成
に
向
け
一
致
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

科目 決算額 予算額 科目 決算額 予算額

補助金 0 397,653,000 会議費 111,085 180,000

助成金 1,041,847,337 1,217,540,000 事務所費 104,467,756 107,636,000

保留地処分金 7,986,200,000 7,986,200,000 工事費 259,144,939 1,264,240,000

雑収入 8,364,321 4,590,000 補償費 165,545,074 460,045,000

仮清算徴収金 0 100,000 調査設計費 209,913,000 369,421,000

繰越金（令和5年度から） 4,055,035,336 4,197,672,000 負担金 505,000,000 36,871,000

借入金償還金 8,668,000,000 8,668,000,000

借入金利子 1,135,456 1,600,000

雑支出 196,485 466,000

仮清算交付金 0 100,000

予備費 0 100,000,000

計 13,091,446,994 13,803,755,000 計 9,913,513,795 11,008,559,000

令和7年度への繰越 3,177,933,199 2,795,196,000

収入の部 支出の部
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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２５年（令和７年）１１月１３日（木曜日）

中志段味特定土地区画整理事業
令和6年度 決算図

【
令
和
六
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て

】

総
代
会
で
の
主
な
質
疑
等

Ｑ

志
段
味
田
代
町
線
の
一
部
を
令
和
六
年
度
に

整
備
し
た
の
は
何
故
か
。
過
去
に
整
備
し
た
時
に

一
緒
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ

新
中
志
段
味
交
差
点
付
近
の
箇
所
に
は
旧
道

の
雨
水
管
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
令
和
六
年
度
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
雨
水
管
の
撤
去
と
併
せ

て
道
路
築
造
工
事
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

全
線
に
渡
っ
て
行
う
植
栽
工
事
に
つ
い
て
は
、
維

持
管
理
費
を
抑
え
る
た
め
に
道
路
を
移
管
す
る
前

年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
七
年

度
に
道
路
移
管
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
令
和

六
年
度
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
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Ｑ

工
事
費
が
十
億
円
以
上
執
行
で
き
て
い
な
い
が
、

そ
の
理
由
は
。

Ａ

補
助
金
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
に
執
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
状
況
を
踏

ま
え
て
工
事
及
び
補
償
箇
所
の
見
直
し
・
工
事
の
設

計
・
補
償
交
渉
等
に
時
間
を
要
し
、
契
約
す
る
時
期

が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
六
年
度
中
に
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
前
払
金
の
み
の
執
行
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

Ｑ

国
か
ら
の
補
助
金
の
収
入
が
ゼ
ロ
の
理
由
は
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

Ａ

令
和
六
年
度
は
約
四
億
円
の
補
助
金
を
要
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
交
付
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

令
和
七
年
度
は
約
四
億
円
の
要
望
に
対
し
て
約
一
億

円
が
交
付
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
組
合
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

】

Ｑ

組
合
事
務
所
を
移
転
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
な
ぜ
移
転
が
必
要
と
な
る
よ
う
な

場
所
に
現
組
合
事
務
所
を
建
て
た
の
か
。

Ａ

平
成
八
年
当
時
、
公
園
予
定
地
で
あ

る
こ
と
、
造
成
済
み
で
あ
る
こ
と
、
県
道

に
接
続
し
て
お
り
ア
ク
セ
ス
性
が
良
く
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
通
っ
て
い
た
こ
と
等
か

ら
、
現
在
の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

移
転
先
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
決
め

た
の
か
。

Ａ

前
提
条
件
と
し
て
、
大
規
模
な
造
成

や
道
路
工
事
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、
来
訪

者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
位
置
で
あ
る
こ

と
、
事
務
所
と
駐
車
場
に
必
要
な
面
積
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
事
業
に
支
障
と
な
ら

な
い
こ
と
、
土
地
の
使
用
料
が
無
料
も
し

く
は
安
価
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら

の
条
件
を
満
た
す
複
数
の
候
補
地

に
つ
い
て
さ
ら
に
精
査
し
、
決
定

し
ま
し
た
。

組合からのご案内

～役員（理事・監事）の改選に向けて～

組合ニュース第30号にてお知らせしたとおり、令和8年1月に予定して

いる総会にて第7期（任期5年）の役員を選出します。

理事の選任については、今回も各地区において推薦者を決めていただ

いたうえで、総会において3分の2以上の同意を得て推薦者を信任する

方法を予定していますが、地区の事情等を踏まえて柔軟な対応も必要

であると考えています。

今後の組合の舵取りを担うこととなる理事は、理事会に出席して組合

の意思決定をするなど常時出務が可能であることのほか、公平、公正に

職務を遂行することが求められます。役員にご関心のある方は、令和7

年11月28日までに組合までお申し出ください。

これからのまちづくりを着実に進めていくためにも、役員改選は極めて大

切な機会です。若い世代を含め、地区全体で一丸となって組合を支え

てくださいますよう、引き続き、ご理解とご協力をお願いします。

土地の売買及び相続等により、土地の所有者や

借地権を移転した場合は、速やかに組合までご

連絡をお願いします。

令和8年1月より、組合事務所が下記の場所に移

りますので、ご承知おきください。移転の日が

決まりましたら改めてご案内します。

名古屋市守山区大字中志段味字洞畑2187番地

（バロー中志段味店 南側）

ほらはた


